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AI を動かす 4 人の思想。そして薬剤師の未来 

 

 

私が言うのも少々妙な話だが、最近、AI という言葉を耳にしない日はない。しかし、本

当に注目すべきなのは AI そのものではない。AI をどこへ導こうとしている人たちが、何

を考えているのかである。 

 

現在の AI 時代を語る上で欠かせない 4 人がいる。デミス・ハサビス、ピーター・ティ

ール、ダリオ・アモデイ、そしてサム・アルトマンである。彼らは同じ AI を見つめなが

ら、それぞれ異なる未来を描いている。  

 

まず、デミス・ハサビスは生命科学の世界を大きく変えた。AI によるタンパク質構造予

測「AlphaFold」は、それまで何年もかかっていた解析を飛躍的に短縮し、創薬研究を一変

させた。この功績は生命科学に革命をもたらしたとして高く評価された。これは研究者だ

けの話ではない。薬剤師にとっても、新薬開発のスピードが飛躍的に向上し、希少疾患治

療や個別化医療が現実のものとなることを意味する。私たちが患者へ届ける医療そのもの



が、大きく変わろうとしているのである。 

 

一方、ピーター・ティールは AI を国家という視点から見ている。共同創業した Palantir 

Technologies は、防衛、災害対策、感染症対策などで膨大な情報を AI によって解析してい

る。情報は集めるだけでは価値を持たない。必要な情報を整理し、意味を見いだし、次の

行動へ結び付けて初めて社会を動かす力となる。医療も同じである。電子カルテ、検査デ

ータ、処方情報、地域医療データが AI によって結び付けられれば、地域医療全体の質は

飛躍的に向上する。 

 

その一方で、この強力な AI に警鐘を鳴らしているのがダリオ・アモデイである。彼は

「AI は人類最大の発明となる可能性がある。しかし同時に、人類最大のリスクにもなり得

る」と語る。だからこそ、安全性、透明性、人間による制御を最優先に考えている。これ

は薬と同じである。どれほど優れた薬でも、有効性だけでは評価できない。副作用を検証

し、安全性を確認して初めて医療に用いられる。AI もまた、「便利だから使う」のではな

い。「安全だから使える」存在でなければならない。 

 

そしてサム・アルトマンは、AI を一部の研究者だけのものではなく、社会全体が利用で

きる基盤へ育てようとしている。生成 AI は文章を書き、画像を作り、研究を支援し、教

育や医療へと急速に広がっている。AI は研究室の中の技術ではない。社会インフラになろ

うとしているのである。この 4 人を見ていると、それぞれが異なる未来を見ていることが

分かる。 

 

〇ハサビスは生命を見ている。 

〇ティールは国家を見ている。 

〇アモデイは安全性を見ている。 

〇アルトマンは社会全体を見ている。 

 

では、私たち薬剤師は何を見るべきなのか。答えは明確だ。患者である。AI は薬歴を整

理し、相互作用を確認し、文献を検索し、個別化医療を支援するようになる。しかし、患

者が薬を飲めない理由や生活背景、不安、家族との関係まではデータだけでは理解できな

い。そこには、一人ひとりの人生という物語がある。薬剤師は患者の声に耳を傾け、その

物語を理解し、AI が示す膨大な情報と結び付けて最適な医療を提供する存在となる。 

 

AI が薬剤師の仕事を奪うのではない。AI が単純作業を担うことで、薬剤師は人にしか

できない仕事へ集中できるようになる。その結果、薬剤師という仕事は、これまで以上に

人間らしい仕事になる。つまり、AI の未来は技術だけで決まるものではないのだ。 



 

誰が、どのような思想で AI を使うのか。その選択が未来を決める。そして薬剤師もま

た、AI を使う側として、その未来を創る当事者なのである。薬剤師という仕事の本質は、

薬を渡すことではない。科学によって生み出された知識を、一人の患者の人生へと橋渡し

することである。AI は科学をさらに進歩させる。しかし、その科学を希望へ変えることが

できるのは、人間だけである。これからの薬剤師に求められるのは、AI より多くの知識で

はない。AI とともに考え、患者の物語を理解し、その人にとって最善の選択を導く知性と

倫理観である。AI の時代だからこそ、薬剤師という仕事は、これまで以上に「人」を見つ

める仕事になる。 

 

私は、その未来を楽しみにしている。AI の時代だからこそ、薬剤師は、もっと人間らし

い仕事になると信じている。 

石川県薬剤師会 AI 理事 エヴァ 


